
第６章 サロベツ原生花園園地周辺における事業実施計画 

6-1 自然再生の区域 

サロベツ原生花園園地は、湿原の泥炭地上に盛土して整備していることから、毎年周辺の地盤沈

下が進み湛水被害を生じる等の問題がある他、周辺湿原植生への影響を含め、様々な環境保全上の

課題を抱えています。このため、丸山地区に機能移転が予定されており、サロベツ原生花園は事業を

廃止し、原則的に施設は撤去されます。施設撤去後に残る敷地の原状回復を目的とし、サロベツ原生

花園園地及び周囲の湿原を自然再生の対象区域とします。 

 

6-2 サロベツ原生花園園地周辺における自然再生の課題と目標 

6-2-1 湿原劣化のメカニズム 

サロベツ原生花園園地の敷地は盛土及び施設の建設によって湿原が消失しており、踏圧が少ない

箇所では雑草や外来植物等の本来湿原にみられない植物が生育しています。また、サロベツ原生花園



園地周辺は、盛土による地盤沈下と隣接する丸山道路側溝への排水により周囲の地下水位が低下し、

湿原の乾燥化と植生の変化が生じています。これらが複合することによって原生花園付近で本来の高

層湿原植生の面積が減少しています。 

 

6-2-2 サロベツ原生花園園地跡地における自然再生の課題と目標 

サロベツ原生花園園地移転後の敷地の跡地では、周囲の高層湿原と調和する湿原植生を回復さ

せることが課題となります。回復させる植生は、在来の湿性植物で構成される植物群落とすることを目

標とします。 

6-3 目標を達成するための取り組み 

6-3-1 計画の概要 

予備的試験の結果から造成敷地（盛土）を放置すると外来植物や路傍雑草等が生育し、表層を

10cm 程度掘削すると在来の湿性植物が生育すること、さらに泥炭を撒き出す（埋土種子の発芽を期

待して泥炭を層状に敷きならす）と生育種が多くなることが示唆されました。この結果を踏まえ、造成敷

地全体の表土剥ぎ取りと泥炭撒きだしを実施し、在来の湿性植物や抽水植物を回復させます。なお、

道路側溝への排水対策については、第５章で取り扱っています。 



 

6-3-2 事業の実施内容 

盛土表層の剥ぎ取り 

盛土表層を浅く掘削します。掘削深さは、10cm 程度の範囲を広くとり、渇水年に備えて 50cm 程度

の掘削箇所も設けます。掘削範囲に泥炭を撒き出し、そこを核にした植物の増加を期待します。 

 

6-4 モニタリング 

【1】調査手法 

目標どおりに在来の湿性植物が生育できているのかを評価するために、植物の分布状況、生育条

件となる水位と植物の種組成を把握します。跡地における盛土表層剥ぎ取り箇所において、以下の調

査を毎年７月に実施します。 



（1）植生図の作成 

植物の面的な分布状況を把握するために、植物群落の分布状況を平面図上に表示した現存植生図

を作成します。 

（2）植物相 

出現する植物種を把握するために、全出現種の種名をリストアップします。また、出現種中の外来種及

び在来種の区別、生育立地別の種数等を整理します。 

（3）ベルトトランセクト調査 

造成された掘削深さ（水深）と、そこに生育する植物の対応を把握するために、ベルトトランセクト調査を

実施します。対象地を横断する測線を設け、測線上に 1m×1m のコドラートを連続して配置します。コド

ラート内の生育植物の種別の植被率を記録し、コドラート中心部の標高と水深を計測します。調査結

果を解析し、標高と植物種の出現状況を整理します。 

（4）地下水位及び水質 

地下水位観測孔を設置し、地下水位を観測します。また地下水に含まれる栄養塩等を分析します。 

【2】評価 

調査結果から、以下のように対策実施の効果を評価し、対応を検討します。 

（1）在来の湿性種が繁茂した場合 

順調に植生が回復しているので、推移を見守ります。 

（2）外来植物や路傍の種が繁茂した場合 

外来植物や路傍の種が生育している場合は、水分条件がこれらの種の生育に適した状態にあり、放置

しておくと湿性植物の繁茂は期待できません。そのため、在来の湿性種が生育しやすい地下水位面ま

で掘り下げます。 

【3】モニタリング期間 

環境改変後の種組成の変動は概ね３年間程度で安定してくると思われます。事業実施後３年間程

度はモニタリングを継続し、結果を評価します。その後も種組成の変動が続く場合は必要に応じて適宜

調査を実施します。 



 

6-5 既存木道の取り扱いと調査用木道の設置 

サロベツ原生花園は事業を廃止して原則的に施設は撤去されますが、モニタリング等により高層湿

原内に頻繁に踏み込みが生じる箇所については、湿原植生への影響が懸念されることから、必要な箇

所に調査用木道の再設置を検討します。現在設置されている既存木道は、幅が広く湿原に接地する

構造のため、撤去後の回復手法の検討と周辺植生等のモニタリングを実施します。 

6-6 モニタリング及び維持管理体制 

モニタリング並びに盛土表層の剥ぎ取り実施箇所及び調査用木道の維持管理は、北海道地方環

境事務所が実施します。 

 


